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粂川麻里生（慶応大学） 

日本人はどうゲーテを読んできたか － 比較文化的考察 

「グローバル化」ということが盛んに語られる今日、過去 150 年の日独交流史の中から重要な

知的達成を見出そうとするなら、日本における近代ドイツ文学の受容史、とりわけゲーテの文業

が日本においてどのように受け止められてきたかは、重要な着眼点のひとつになるに違いない。

ひとつの「文明」の姿全体が、もうひとつのまったく別の文明によって、どのように受容されて

いったかを見てゆくことになるからだ。 

18 世紀から 19 世紀にかけてドイツ語圏で生み出された文学的テクスト群は、単に詩や小説、

戯曲、批評文といった文芸作品であるにとどまらず、近代という大きな文明の潮流がどのように

言語化されうるかという根本的な実験であった。とりわけゲーテの仕事は、あきらかに西欧近代

から生まれたものでありながら、それを乗り越えようとするモチーフを多分に孕んでいた。ゲー

テの手になるテクストは、近代的な知と感受性に対していくつもの疑問符を突きつけるものでも

あり、より普遍的な学知と世界観を探求する努力でもあった。そして、そういうテクストを日本

の読者は、時に自らをヨーロッパ的文脈に近づける努力をしながら、またある時は東洋人として

の感覚と思想的文脈において、その深く広い含意を読み解くことを試みてきた。現在、単純にヨ

ーロッパ的でもなければ、単純に東アジア的でもない、キリスト教的でもなければ、仏教的でも

儒教、道教的でもない、よりグローバルな文脈における世界観、人間観および文明観の探求が必

要であるとするなら、それは抽象化された「人間」や「世界」の概念からではなく（それはむし

ろ「西欧近代」の方法であろう）、具体的な異文化間交流の歴史を考えることによってはじめて

端緒につくものではないか、とりわけ、ゲーテという西欧近代の完成者にしてその克服に挑んだ

存在を、日本人がさまざまなコンテクストの中で受け止めようとした有様を歴史的に振り返るこ

とは十分に意義のあることではないかと考えるものである。 

今回の機会では、特に仏教的コンテクストにおいてゲーテを解釈しようとした日本人たちの仕事

にも言及しつつ、日本におけるゲーテ受容に関して比較文化学的な考察を試みたい。そもそも日

本人は、ゲーテを、その受容の当初から「小説家」や「劇作家」というよりはむしろ「偉人」で

あり、「人生の奥義を見極めた大家」として受け止めてきた。第二次大戦中、「命を落とすかも

しれない」という切羽詰った意識のもとで南方戦線に出征して行った若者たちのポケットに非常

にしばしば入っていた冊子が『ゲーテとの対話』であったことにも、彼らがゲーテに「生死を超

えた巨人的境地」を求めていたことが窺えよう。彼らはゲーテに何を見出していたのだろうか、

あるいは見出そうとしていたのだろうか。それを考えながら、日本独特の「ゲーテ受容史」につ

いてあらためて考えてみたい。 
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